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１．概要

２．試験場所
    株式会社タイルメント  技術開発センター

３．試験方法
    固定ピンの詳細図を図１に示す。
       使用固定ピン ： FNP-15 （株式会社タイルメント社製）

図1  固定ピン詳細
  3－1 曲げ強度試験

  3－2 引抜強度試験

４．試験結果
    曲げ強度試験の結果を表1、破断状態を図4に、引抜強度試験の結果を表2に示す。
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表1  曲げ強度試験結果

試験治具を用いてピン部を左右に曲げ強度試験を行った。曲げ回数のカウントは、垂直より90度往復で1

回、左右に曲げた回数を数え記録した。試験仕様を図2に示す。

試験治具を用いてピン部を引張、試験速度は5㎜/minで引抜強度試験を行った。試験仕様を図3に示す。

図2  曲げ強度試験 図3  引抜強度試験
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   巻付け耐火被覆施工時に使用する固定ピンのカシメ部の強度を確認するため、曲げ強度試験および引抜強度
試験を行った。
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固定ピンカシメ部の強度について 2014年10月1日

図4  ピン部破断

表2  引抜強度試験結果
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